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「「「「関戸合戦関戸合戦関戸合戦関戸合戦～その史実と伝承～その史実と伝承～その史実と伝承～その史実と伝承」」」」    

日時日時日時日時：：：：10101010月月月月 3333日日日日((((土土土土))))        9:459:459:459:45開場開場開場開場    10:0010:0010:0010:00開演開演開演開演    

会場：ホール会場：ホール会場：ホール会場：ホール    入場無料入場無料入場無料入場無料    

講師：講師：講師：講師：橋場橋場橋場橋場    万里子万里子万里子万里子((((はしばはしばはしばはしば    まりこまりこまりこまりこ))))        多摩市文化振興財団学芸員多摩市文化振興財団学芸員多摩市文化振興財団学芸員多摩市文化振興財団学芸員    

            ◆◆◆◆    パルテノン多摩学芸員派遣事業パルテノン多摩学芸員派遣事業パルテノン多摩学芸員派遣事業パルテノン多摩学芸員派遣事業    

    
    

■■■■地域の果たした大きな役割地域の果たした大きな役割地域の果たした大きな役割地域の果たした大きな役割を、を、を、を、多摩の歴史多摩の歴史多摩の歴史多摩の歴史資料を基に資料を基に資料を基に資料を基に学び学び学び学び伝承する。伝承する。伝承する。伝承する。    

関戸の戦い関戸の戦い関戸の戦い関戸の戦い（せきどのたたかい）は、鎌倉時代後期の 1333年（元弘 3年）5月 16日に霞ノ関

（現在の東京都多摩市関戸）一帯で、北条泰家率いる鎌倉幕府勢と新田義貞率いる反幕府勢と

の間で行われた合戦である。関戸（の）合戦とも言う。1333 年（元弘 3年）5月 16 日、新田義

貞は鎌倉幕府倒幕の際に分倍河原の戦いで勝利し、同日に多摩川を越えた。一方、分倍河原か

ら退いた北条泰家（鎌倉幕府第 14 代執権・北条高時の弟）は鎌倉幕府の関所である霞ノ関一帯

で防衛戦を行った。この戦いでは新田軍側が勝利を収め、北条泰家は家臣の横溝八郎や安保入

道父子の奮戦によって一命を取り止め鎌倉に逃走したが、横溝八郎、安保入道父子は関戸で討

死をしている。 

霞ノ関跡の周辺には横溝八郎、安保入道父子の墓と伝えられる塚や無縁仏（無名戦士の墓）が

残っており、旧鎌倉街道沿いにある地蔵堂の前には関戸古戦場跡の標柱が建っている。 

現在でも多摩市にある観音寺では毎月 16日に戦いで亡くなった兵士のために供養を行っている。 

この関戸の戦いから 6日後の 1333年 5月 22日、鎌倉幕府は滅亡した。 


